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PointPoint
Ⅰ　文頭にその題材の学習に粘り強く取り組んだり、自らの学習を調整しようと

　　する意思をもったりできるようにするために必要となる、取り扱う教材曲の

　　特徴や学習内容など、児童に興味・関心をもたせたい事柄を記載する。

Ⅱ　扱う分野を選択して挿入する。

音楽を形づくっている要素を選択して評価する

「思考・判断・表現」を指導・評価をする際のポ

イントとなる「音楽を形づくっている要素（音

色、リズム、速度、旋律、強弱、音の重なり、和

音の響き、音階、調、拍、フレーズ、反復、呼び

かけとこたえ、変化、音楽の縦と横との関係な

ど）」は、その題材の学習において児童の思考・

判断のよりどころとなる主な要素を選択して評価

します。
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題材のまとまりの中で各観点の評価ができるよ

う、指導と評価の計画を立てる段階から、バラ

ンスを考慮するとともに、具体的に評価の時期

や方法を考えておくことが大切です。

評価の結果を記録に残す場面の精選

音楽を形づくっている要素（旋律、フレーズ、反復、変化など）を聞き取ったことと感じ取ったこととの

関わりについて考え、ワークシートに記述（例：旋律の動きが少ないから、とんびがゆったりと飛んでい

る様子を表している）し、思いや意図をもって歌っている。

・記述している言葉や発言の内容が具体的にどこ
まで表現できていればよいのか明確にする。

・本時の中の評価する学習場面を決める。　　

・どのように工夫して歌いたいかについて、発言したり歌
い表そうとしたりしている。
・感じたことや音楽の特徴等に触れながら、どのように歌
いたいか、思いや意図をノート等に書いている。
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音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を
知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲
気を感受しながら、知覚したことと感受したこと
との関わりについて考え、どのように表すかに
ついて思いや意図をもったり、音楽を評価しな
がらよさや美しさを味わって聴いたりしている。

音や音楽、音楽文化に親しむ
ことができるよう、音楽活動を
楽しみながら主体的・協働的に
表現及び鑑賞の学習活動に取
り組もうとしている。

PointPoint

「思考・判断・表現」を指導・評価をする際

のポイントとなる「音楽を形づくっている要

素（音色、リズム、速度、旋律、テクスチュ

ア、強弱、形式、構成など）」は、その題材

の学習において生徒の思考・判断のよりどこ

ろとなる主な音楽を形づくっている要素を選

択して評価します。

・曲想と音楽の構造や背景などとの関
わり及 び 音楽の多様性について理解
している。　　　　　　　　　　　　　　　

・創意工夫を生かした音楽表現をする
ために必要な技能を身に付け、歌唱、
器楽、創作で表している。

Ⅰ　文頭にその題材の学習に粘り強く取り組んだり、自らの学習を調整しようと

　　する意思をもったりできるようにするために必要な、扱う教材曲や曲種等の

　　特徴、学習内容など、生徒に興味・関心をもたせたい事柄を記載する。

Ⅱ　扱う分野を選択して挿入する。

歌詞が表す情景や心情及び曲の表情や味わい（Ⅰ）に関心をもち、

音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱（Ⅱ）の学習活動に

取り組もうとしている。
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しい

歌唱表現としてどのように表すかについ

て思いや意図をもっている。

①「荒城の月」、「早春賦」の歌

詞が表す情景や心情及び曲の

表情や味わいに関心をもち、

音楽表現を楽しみながら主体

的・協働的に歌唱の学習活動

に取り組もうとしている。     

PointPoint
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2

1

1
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題材内でのバランスの取れた評価計画の工夫

を歌

を創意工夫する。

・曲にふさわしい表現で主体的に

　「早春賦」を歌唱する。

・題材全体の学習の振り返りをす

　る。

思いや意図をもって歌っている。

・記述している言葉や発言の内容が具体的にど

こまで表現できていればよいのか明確にする。

・本時の中の評価する学習場面を決める。

・どのように工夫して歌いたいかについて、発言したり

歌い表そうとしたりしている。

・感じたことや音楽の特徴等に触れながら、どのように

歌いたいか、思いや意図をノート等に書いている。


